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内容
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• 「政策のための科学」の必要性
• 育成する人材像
• 履修生の状況
• 修了生の進路の一例
• 教育上の特色と特徴的な取組み
• 参画教員
• 興味・関心に応じた2つのコース
• 講義風景
• 履修生のネットワーク
• 受講相談会
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「政策のための科学」の必要性①
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データからエビデンスへ、エ
ビデンスから政策へ、さらに
政策実施後の評価へつなげる
PDCAサイクルが必要不可欠
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「政策のための科学」の必要性②
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それぞれの政策分野において
複数の異なる領域・価値観を
もつ事業に優先順位をつけて
予算配分することが重要課題
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「政策のための科学」の必要性③
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科学技術イノベーションに関する政策形成

定量的なエビデンス

科学技術への公共的関与
（public engagement）

科学技術に関するELSI
（倫理的·法的·社会的課題）
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育成する人材像①
各研究分野間や研究分野と政策·社会を″つなぐ″ことにより

政策形成に寄与できる人材の育成を目指しています

• 文部科学省による全国5拠点の1つ
• 医療評価、公共政策、食品、経済、
情報処理、社会行動学等多彩な科目
から構成されたカリキュラム

• 大阪大学との連携講義や他大学との
合同合宿

• 京都大学大学院生の希望者の中から
選抜により受講者を決定

副プログラムのため、各研究科の
指導教員の許可を受けてください
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育成する人材像②

他分野とつながる研究者

社会とつながる研究者

研究職人材

分野と分野をつなげる人材
大学の研究戦略担当

政策系シンクタンク職員

専門的職業人材

社会と分野をつなげる人材
リスクコミュニケーション人材
国·地方公務員/政策秘書
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履修者数及び修了者数の変化
11部局から83名の学生が履修、56名が修了（2023年3月現在）

履修生の状況①
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研究科別の履修者数（人）

履修生の状況②
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医学研究科

総合生存学館

人間・環境学研究科
農学研究科

公共政策大学院

文学研究科
工学研究科

情報学研究科 履修生1人：理学研究科
薬学研究科
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経営管理大学院
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修了生の進路の一例

民間企業（14名）

三菱総研、読売新聞、Zeptor
Corporation、日本IBM、NHK他

国・地方公務員（5名）

経済産業省、農林水産省、東京都、
京都府、神戸市、福岡県、愛知県

大学・国立研究機関（9名）
京都大学、大阪大学、愛知学泉大学、
国立病院機構、日本医療保険大学、
日本大学、東京医療保健大学、岩手
県立大学
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教育上の特色
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14部局19名の教員によるリレー講
義と研究指導

• 自らの専門性を持ちつつ他分
野をつなぐ

• ディスカッション・ワークシ
ョップ主体の講義(毎回30分
以上)

• 分野横断的研究に耐え得る科
学リテラシーの涵養

特徴的な取組み
関西へ出向の行政官との連携

• 講義の提供
• 公務員志望学生へのアドバイ
ス

• 教育プログラム研究発表会へ
の参加

• 意見交換会の開催
関西へ出向の行政官との勉強会

• 拠点の教育プログラム・研
究プロジェクトについて行
政官を混じえた意見交換を
実施

教育上の特色と特徴的な取組み
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参画教員①
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ユニット長
医学研究科
川上 浩司
教 授

臨床疫学, 医
療リアルワー
ルドデータ, 
医療技術評価

経済学
研究科
依田 高典
教 授

応用経済学

農学研究科
伊藤 順一
教 授

農業経済学, 
応用ミクロ
経済学

公共政策
大学院
岩下 直行
教 授

フィンテッ
ク

医学研究科
中山 健夫
教 授

健康情報学,
ヘルスコミ
ュニケーシ
ョン, 疫学

情報学
研究科
大手 信人
教 授

生態系生態
学, 森林水文
学

人間·環境
学研究科
佐野 亘
教 授

政治理論, 公
共政策学

人と社会の
未来研究院
広井 良典
教 授

公共政策学, 
医療·社会保
障

化学研究所
二木 史朗
教 授

薬学, 生体機
能化学

学際融合教
育研究推進
センター

Carl Becker
特任教授
倫理学, ター
ミナルケア

公共政策
大学院
森川 輝一
教 授

政治理論, 政
治思想史

経営管理
大学院
要藤 正任
教 授

ソーシャル
キャピタル, 
都市計画
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参画教員②
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文学研究科
伊勢田哲治
准教授

科学哲学, 倫
理学

総合生存
学館
関山 健
准教授

国際政治経
済学, 国際環
境政治学

iPS細胞
研究所
南 真祐
准教授

科学技術イ
ノベーショ
ン政策

学際融合教
育研究推進
センター
宮野 公樹
准教授

大学論, 学問
論, 政策哲学

理学研究科
市川 正敏
講 師

生命現象の
物理, ソフト
マター物理

学際融合教
育研究推進
センター
祐野 恵
特定講師
公共政策学, 
地方自治,
EBPM

学際融合教
育研究推進
センター
小泉 志保
特定助教
ヘルスコミュ
ニケーション, 
AI医療
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興味·関心に応じた2つのコース

• 必修科目(2単位)を含む8単位を取得 • 研究指導を受け、論文を執筆
• 必修科目(6単位)を含む14単位を取得

志望動機の提出 志望動機の提出

4月・9月 4月

1～2年 1年半～2年

多分野の講師陣からなる、リレー講義（現代
社会と科学技術B）を中心としたコースワー
クで、政策知を習得

政策知の習得にくわえて、研究プロジェクト
により、政策分析について理解を深めるとと
もに、研究論文を執筆

ユニット長による認定証 京大·阪大総長連名による認定証

修了認定

受講条件

願書提出

履修期間

特 徴

修 了 証

学際プログラム履修コース
政策知を習得

研究プロジェクト修了コース
しっかり政策分析
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講義風景
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履修生のネットワーク
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受講相談会

ホームページにプログラムの詳細に関する動画を公開していま
すので、視聴のうえで、受講相談会のお申込をお願いします

オンライン受講相談会
4月11日（火）13:30-14:00

対面による受講相談会
4月10日（月）18:30-19:30
医学研究科G棟セミナー室B
4月11日（火）18:30-19:30
人間・環境学研究科棟331

メールによる受講相談
stips_secretariat@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

https://www.stips.kyoto-u.ac.jp/

ホームページへはQRコードから
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HPに詳細を公開

www.stips.kyoto-u.ac.jp
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